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舞衣 舞衣 長絹 長絹
十六号 八号 四十一号 四十九号
地紫 地紫 地紫 洞白
丁子立涌 腰模様梶ﾉ葉














唐織 毒ｺﾛﾉ哉 唐織 耆織
五十六号 五十号 三十一号 十号

















廿四号 廿号 五十三番 四十七号



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































文政4 1821 2月 白地銀檜垣模様 舞衣 野村美術館 [3］











































天保12 1841 ｢金黒段替」 唐織
PL-ヨー.ご‐'..■’..』.!~
蕊選
天保14 1843 11月26日 茶地斜め竹格子鳳凰丸桐菊寿字模様 翁狩衣 彦根城博物館


















































































































嘉永5 1852 4月6日 糯子地金運雲からす模様 摺箔 前田育徳会
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10月 白地紅斑掛なげ桐模様 摺箔 国立能楽堂
嘉永5 1852 色無金入蜀江形大丸紋 唐織 前田育徳会
色無蜀江形丸紋 厚板唐織 前田育徳会
嘉永6 1853 水色地雲龍模様赤地銀鱗模様摺箔下着付 縫箔 石川県立美術館
























｢白練御着附」 厚板 ○ 彦根城博物館










12月 黒地丸紋尽 縫箔 石川県立美術館
紫地牡丹折枝に蝶模様 長絹 前田育徳会












12月 紅弛無文 指貫 彦根城博物館















































1－41－1 1 [12］ 1-41-6 1扇3面(竹・松・梅）
1－41－1 2 [13］ 1-41-6 2 紫陽花丸紋と楓丸紋 下描
1－41－1 3 {14］ 1-41-6 3扇2面(杜若など）





































1－41－1 10 [3］ 1－41－6 9楓 下描































1－41－2 8 [45］ 1-41-7 4 茶地蜀江文










1－41－2 12 [42］ 巻71－41－7 7萌黄地扇と丸紋
1－41－3 1 [2］ 1－41－7 8茶地三つ葵
1-41-3 2 [23］ 1－41－7 9紅地金霞に桜
1-41-3 3 [30］ 1-41-7 10紅地流水に鴛鴦
1-41-3 4 [24］ 1-41-711黄地雲に双烏 国立能楽堂 縫箔
巻3 1-41-3 5 [26］ 1-41-712紺地流水金雲に紅葉
1-41-3 6 [25］ 1-41-713白地撫子 松坂屋美術館 縫箔
1-41-3 7 [271 1－41－7 14斜め格子に桜牡丹菊
1-41-3 8 [28］ 1-41-8 1格子に唐草
1-41-3 9 [29］ 1-41-8 2 萌黄地に花菱
1－41－4 1 [17］ 1-41-8 3格子
1－41－4 2 [18］ 1-41-8 4 亀甲に波
1－41－4 3 [19］ 1-41-8 5秋草
巻4 1－41－4 4 [15］ 巻81-41-8 6紫地七宝模様に若松 縫箔大14目録掲載
1－41－4 5 [16］ 1-41-8 7亀甲に巴と雲
1-41-4 6 [20］ 1－41－8 8 二重菱に唐花 松坂屋美術館 厚板唐織








1-41-5 2 [32］ 1－41－9 1つつじに蒲公英 下描
1-41-5 3 [3］ 1－41－9 2 扇
1-41-5 4 [34］ 1-41-9 3撫子など
巻5 1－41－5 5 {35］ 巻91-41-9 4 紅地紫陽花と菊
1－41－5 6 [36｝ 1－41－9 5菊・紅葉・蝶に秋草
1-41-5 7 [9］ 1-41-9 6藤菊梅丸紋
1-41-5 8 [10］ 1-41-9 7扇模様2種
1－41－5 9 [7］
1-41-5 10 [8］
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【写真1】育徳会本巻6（部分）
【写真2】育徳会本巻7（部分）
らく，芳崖らが描き写した一枚物が，まだ巻子に
仕立てられる前に描き写されたのではないか。育
徳会本の筆者とする高田嘉平については不明であ
るが，育徳会本は藝大本に同じく明治期に描かれ
たものに相違ない。少なくとも，幕末にあたる万
延元年(1860)に「富山様」より譲られたという
装束の模様も描かれていることから，これまでの
解説に附された江戸後期というよりも，明治以降
に描かれたとするのが適切であろう。
残り4巻（巻6～91-41-6～9)についても
触れておく【表4】。こちらは能装束の模様だけ
でなく，扇の模様なども描かれる。装束について
は，袖などの全体が描かれるというよりも，模様
の一部分を抽出して描かれることが多く，明らか
に先の5巻と描き方は異なる。そして，描き手は
複数と考える。
先の巻lから巻5に重複する模様はないが，巻
6から巻9には重複する図柄が見つかる。例え
j･識
,：，
:：：
‘ﾛ』
【写真3】鷆茶地型紙花紋散縫箔石川県立美術館所蔵
ば，巻6の第5図【写真l】と巻7の第6図【写
真2】は,現在石川県立美術館が所蔵する縫箔【写
真3】の模様を描いたものだが,描き方が異なる。
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同じく，巻6の第8図と巻7の第4図も，同じ模
様の装束を描いたものである。従って，育徳会本
は能装束の模様を一人で記録したものではなく，
恐らく複数人で描いたものであろう。ここで思い
出されるのは，冒頭にも触れた『狩野芳崖傳』の
｢秋水、不崩及び天城、肖哲を二人宛交代に引連
れられ、毎日本郷の前田侯爵家へ行かれ」の記載
である。育徳会本には文字情報は伴わないので，
これ以上の推測は不可能だが，藝大本との関わり
が深いことを提示しておきたい。
6．前田家旧蔵能装束をめぐる今後の課題
近年前田家旧蔵能装束の調査が相次ぎ32,筆者
が確認した能装束ものべ300点以上を数えた。こ
の先も実見する機会は増えていくだろうが，最後
に今後の課題について考えてみたい。
先にも述べたが，確認される能装束が示す年代
は「文化5年～文久元年｣，すなわち12代藩主斉
広,13代藩主斉泰の時代に概ね収まるだろうが，
最近の調査では明治期に仕立てられたと思われる
能装束も散見するに至っている。例えば，畳紙に
｢明治十二年一月出来」と記され，馬喰町四丁目
の「御装束師關岡」の印を捺す厚板（格子入段
替雲紋模様松坂屋美術館所蔵33)や,37年(1904)
5月，富山藩12代前田利聲(1835～1904)の遺
品として娘の苞子(1869～1946北三井家10代
高棟妻3!）に渡った複数の能装束（三井記念美術
館所蔵35）である。これらについては，「斉広・
斉泰期」の能装束とも異なる畳紙あるいは保管
状態にあるため，別途考察する必要があると考え
る。明治期の前田家と能楽との関係も考えていか
ねばならない。
また筆者の関心も，能装束の把握から，個別の
能装束と演能の関わりに移っている。先の天保12
年の唐織はその試論の一例だが，既に弘化2年に
仕立てられた4点の能装束について，演能が行わ
れた背景と用いられた曲の推定を行ったことに続
き36,仕立てた能装束の多い弘化4年，嘉永5年
等について，斉泰との関わりを踏まえながら具体
的に考えていきたい。
藝大本の調査にあたっては芹生春菜氏のご協力
を，写真掲載は東京藝術大学大学美術館のご許可
を賜りました｡育徳会本の写真掲載にあたっては，
公益財団法人前田育徳会のご許可と，金沢大学の
ご協力を賜りました。鎮仙会ご所蔵能装束の調査
については観世鏡之丞氏・清水寛二氏のご協力を
賜りました。また石川県立美術館所蔵の能装束に
ついては掲載許可を得ています。なお，英文要旨
はオルソン愛氏のご尽力によるものです。末筆な
がらお礼申し上げます。本稿は平成27年度および
28年度金沢大学プロジェクト経費の成果の一部で
す。
【注】
l）東京藝術大学附属図書館所蔵高屋徳次郎（肖哲）
編『狩野芳崖傳』(1935)より。ただし，芳崖は
翌年には体調を崩し，没している。（展覧会図録
「狩野芳崖悲母観音への軌跡一東京藝術大学所
蔵品を中心に－』芸大美術館ミュージアムシヨッ
プ2008)。なお高屋については，『高屋肖哲の新
出一括資料調査報告書一「雑事抄録」翻刻・画工
類一覧および研究一』（金沢美術工芸大学美術工
芸研究所2000）に詳しい。
2)2015年8月31日調査
3）「東京藝術大学大学美術館収蔵品データベース」
による。http://www.geidai.ac.jp/museum/
4）切畑健「『翁』装束の基本思想一黒川能の蜀江・
光狩衣を中心に－」（『古面』京都国立博物館
l982),「井伊家秘伝の能・狂言装束」（｢井伊家伝
来能装束百姿』平凡社1984),齋藤望「幽玄の美」
（『日本美術工芸』614日本美術工芸社1989),
正田夏子「野村美術館蔵・旧加賀藩前田家の能装
束をめく、って」（｢野村美術館紀要第2号』野村
文華財団1993),「能装束の意匠構成について－
旧加賀藩の伝世品から－」（｢鹿島美術財団研究報
告（年報第10号別冊)』財団法人鹿島美術財団
1993)など◎
5）その他もうl図あるが，文字の記載もなく装束の
模様と確認できなかったため，含んでいない。
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6）東京美術学校創立(1889)前後，明治期の「日本
美術」制度確立の過程については,佐藤道信「<日
本美術>誕生一近代日本の「ことば」と戦略一』（講
談社選書メチエ1996),高木博志「日本美術史
の成立･試論一古代美術史の時代区分と成立」（『近
代天皇制の文化史的研究』校倉書房1997)，北
澤憲昭「眼の神殿』（美術出版社1989),『明治
国家と近代美術』（吉川弘文館1999),東京国立
文化財研究所編『語る現在，語られる過去日本
の美術史学100年」（平凡社1999),北澤・木下
長宏・イザベルーシャリエ・山梨俊夫編『美術史
のゆくえ美術史の現在日本・近代・美術』（平
凡社1999),「境界の美術史一「美術」形成史ノー
トー』(ブリュッケ2000)などで述べられている。
7）正田夏子「加賀・能登の能装束」（｢加賀・能登の
能楽』石川県1997)
8）密田良二・中村保雄・切畑健「加賀宝生・佐野
家伝来能百選』（フジアート出版1974),「金
沢能楽美術館図録』（金沢市・金沢能楽美術館
2006）に掲載。以下，金沢能楽美術館所蔵の能装
束は，両書に詳しい。
9）梶山伸「前田家伝来衣裳』（講談社1968),展
覧会図録『能楽一加賀宝生の世界-j(石川県立
歴史博物館2001)等に掲載。
10)門脇幸恵「国立能楽堂保管加賀藩前田家伝来能装
束の畳紙の紹介」（『国立能楽堂調査研究vol.5』
日本芸術文化振興会2011)以下，国立能楽堂・
高島屋史料館所蔵の能装束については，同稿に詳
しい。
11）注10に同じ
12)絹は当時「ほら（洞)」「ほら織」と呼ばれた。（長
崎巖「新発見資料・ボストン美術館所蔵「献英
櫻書叢』に関する調査報告」「能楽研究j30号法
政大学能楽研究所2006）
'3）野村美術館所蔵の能装束については，拙稿「畳紙
墨書より探る加賀藩主の能，そして富山藩の場合
について－野村美術館・彦根城博物館所蔵能装束
より－」（｢野村美術館紀要第18号』野村文華財
団2009)，正田夏子氏による注4に詳しい。
14）注9梶山に掲載。
13)『獣英櫻』は，文政7年(1824)頃から天保3年
(1832)頃にかけて描き集めたとされており，現
在東京国立博物館本(13冊),クレットマン本(4
冊)，ボストン美術館本(1冊）の3本が確認さ
れている。長崎巖「東京国立博物館保管『献英
櫻壹叢jについて」(IMUSEUMj557東京国立
博物館1998),および注12.
16)長崎氏によると，例えば，流派ごとに異なる模様
の唐織を着用するとされるく道成寺〉では，宝生
流は「下がり藤」または「雪持椿」が用いられる
とおり，『獄英櫻』中の「紅地源氏雲雪持椿模様
唐織」には，「寶生流太夫家形」と記されている
という。（注12に同じ）
17)法政大学能楽研究所主催シンポジウム「近世大名
家の能道具が語るモノガタリ」(2016年3月6日
法政大学）にて述べた。
'8)"(はなだ）色がなまり，花色と呼ぶ。
19)展覧会図録『松坂屋コレクション能装束能面展』
（日本芸術文化振興会2011),および2015年度石
川県博物館協議会研究奨励事業として調査。拙稿
「続．加賀藩前田家旧蔵の能装束の調査」（『石川
県博物館協議会々報第77号」石川県博物館協議
会2016),同会総会(2016年5月10日石川県
立美術館）にて報告済。
20）同模様の長絹は，観世銭之丞家に伝わる能装束を
保管する鏡仙会においても前田家旧蔵品として確
認した(2016年7月25日調査）が，畳紙の番号は
「四十五」であった。（松坂屋の畳紙は「四｣）
21)注13拙槁
22）注5に同じ。ただし「東京藝術大学大学美術館収
蔵品データベース」内の「形状」では，同図もl
図として数えられている。
23）注9展覧会図録に掲載。また同年に仕立てられた
能装束と演じられた能については，拙稿「加賀藩
主前田斉泰の弘化2年御本復御祝能と能装束につ
いて」「国立能楽堂調査研究vol.91(日本芸術
文化振興会2015）にて述べている。
24）大正14年5月25日前田侯爵邸。昭和ll年6月29
日東京美術倶楽部
25）これまでの調査結果については，拙稿「前田家伝
来能装束（前田育徳会・本館所蔵）の畳紙墨書に
ついて一斉広・斉泰の演能記録と照らし合わせな
がら－」（『石川県立美術館紀要第15号』石川
県立美術館2005)ほか，注13,注23にて述べて
いる。
26）注25
27）「弥三郎」は宝生嘉内家4世明喬（宝生流14世英
勝の実父)，「弥五郎」は宝生流15世宝生友子（弥
五郎，のち紫雪1799～1863)。
28）侯爵前田家編輯部1929～43
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29）「御能道成寺江口三山柏崎誓願寺草
紙洗藤戸阿漕照君夕顔絃上早舞以上
天保五癸年午二月宝生大夫（花押)」（前田育
徳会所蔵）
30）石川県立美術館寄託
31)前田育徳会展示室目録肋ll(石川県立美術館
1985以下同じ),NO23(1986),Nn49(1988),NO
130(1996)
32）注10,19のほか．展覧会図録『華麗なる能装束
の美高島屋コレクション展』（国立能楽堂
2007)，『国立能楽堂コレクシヨン展能の雅狂
言の妙』（サントリー美術館ほか2010)，田中淑
江「博士学位論文能装束小袖物の形状変遷に関
する研究」（日本女子大学大学院人間生活学研
究科生活環境学専攻2011)など◎
33）東京本郷の前田利嗣邸にて天覧能が行われたの
が，同年4月ll日。4月19日には行啓能が催され
ている（倉田喜弘編著『明治の能楽（一)』日本
芸術文化振興会1994)。厚板は，天覧能にて斉
泰がシテを演じたく張良〉で用いられたか。なお
これらの様子を描いた錦絵「前田家繁栄之図』（楊
洲周延筆版元北尾卯三郎明治12年5月）では
斉泰はく安宅〉を演じているが，これは行啓能の
演目である。こうしたことについては別槁に改め
たい。
34）『三井家文化人名録』（財団法人三井文庫2002）
35）『三井家伝来の能装束展』（日本経済新聞社
2005),および2016年1月19日三井記念美術館に
て調査。同調査も注19に同じ。
36）注23拙稿に同じ。
